
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再び出土した１８０万年前の化石樹 

刻まれた太古のロマンを感じて･･･ 
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編
・
集
・
後
・
記 

■
日
本
で
初
め
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
１
９
６
４
年
に
小
学
校
６
年
生
だ
っ
た

我
々
は
、
今
年
５
月
、
当
時
の
修
学
旅
行
に
思

い
を
馳
せ
伊
勢
に
向
か
っ
た
。
■
バ
ス
に
乗
っ

た
瞬
間
か
ら
昨
日
も
一
緒
に
い
た
か
の
よ
う
な

気
安
さ
を
持
ち
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
を

呼
び
合
う
の
も
そ
の
頃
と
ま
っ
た
く
同
じ
、「
○

○
ち
ゃ
ん
」
だ
っ
た
り
「
○
○
っ
ぺ
」
だ
っ
た

り
。
昨
日
の
夕
食
に
何
を
食
べ
た
か
？
思
い
出

し
づ
ら
く
な
っ
て
い
て
も
昔
の
記
憶
は
鮮
や
か

に
甦
る
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。
担
任
の
先
生
の

話
。
旅
館
で
の
枕
投
げ
。
お
土
産
に
買
っ
た
生

姜
糖
。
そ
し
て
二
見
ヶ
浦
で
夫
婦
岩
を
背
に
記

念
撮
影
の
た
め
、
全
員
が
早
朝
に
起
こ
さ
れ
た

こ
と
な
ど
。
バ
ス
の
中
は
思
い
出
話
が
尽
き
な

い
。
い
よ
い
よ
二
見
に
到
着
。
■
当
時
の
写
真

は
、
海
沿
い
の
遊
歩
道
か
ら
一
段
低
い
岩
の
上

に
立
ち
、
カ
メ
ラ
に
収
ま
っ
て
い
る
。
辺
り
は

少
し
様
変
わ
り
し
て
い
た
。
大
勢
の
観
光
客
で

人
の
波
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
く
、
幹
事
さ
ん

が
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
伺
っ
て
い
る
と
青

年
が
近
づ
き
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
く
れ
た
。

勇
気
あ
る
行
動
に
感
謝
。
■
こ
れ
も
お
伊
勢
さ

ん
の
ご
利
益
？
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
還
暦
の

時
に
旅
行
の
話
が
持
ち
上
が
り
本
格
的
に
始
ま

っ
た
の
が
２
０
１
５
年
か
ら
。
コ
ロ
ナ
禍
を
除

き
今
回
で
６
回
目
と
な
る
。
自
分
が
健
康
な
れ

ば
こ
そ
参
加
で
き
る
が
、
仕
事
の
都
合
や
家
族

の
介
護
な
ど
い
ろ
ん
な
事
情
を
抱
え
て
い
て

は
、
一
緒
に
参
加
で
き
な
い
。「
友(

朋)

有
り
遠

方
よ
り
来
た
る
」
で
、
こ
の
旅
行
の
た
め
に
県

外
は
も
ち
ろ
ん
関
東
方
面
か
ら
も
帰
っ
て
く
る

人
も
い
る
。
自
分
な
り
の
思
い
出
に
浸
り
な
が

ら
同
じ
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
し

あ
わ
せ
に
思
う
。（
Ｆ
） 

 

チャレンジ☆１ けん玉エクササイズ 
日本けん玉協会滋賀県支部 福井光代さん 
参加者の声「一時間半で、こんなに夢中になれるとは思
ってもいませんでした。健康にもいいです」 

チャレンジ☆2 イスに腰掛けフィットネス 
ダンススタジオ KAERU 木村卓也さん 
参加者の声「思いっきり声を出し、体を動かしてスッキ
リしました」 

チャレンジ☆３ 3 秒で変わる笑顔健康法 
笑顔コミュニケーター 西村ますみさん 
参加者の声「口角を上げると笑顔になれます。毎日笑顔
で過ごしたいです」 

ギターの生演奏で「わ音」と一緒に
参加者全員で歌声喫茶 

川上かね子管理栄養士さんと健康推進員さ
んの協力で、みんなとおしゃべりしながら
楽しく軽食タイム 

地域のみんなが集い、一緒に楽しく歌ったり、身体を動か
したり、また昼食をいただきながら健康について考え、元気
になる『永源寺元気フェス２０２４』が、６月２日、永源寺コミュ
ニティセンターで開かれ、約６０人が参加されました。同コミ
ュニティセンターが地域の他団体と共催して総合的に体験
できる健康づくりイベントとして初めて開催しました。 
 午前中は歌声喫茶を開催。市内を拠点に音楽活動を続け
ている音楽ユニット「わ音」の演奏で、童謡をはじめ、「上を
向いて歩こう」や「糸」「瀬戸の花嫁」など懐かしい歌謡曲
を演奏されました。参加者はスクリーンに映し出される歌詞
を目で追いながら大きな声で一緒に歌っておられました。 
 昼食は、川上かね子管理栄養士や健康推進員さん手作り
の栄養バランスの取れたロールパンドッグと、ジャガイモや
ニンジン、タマネギなど１０種類以上の野菜を使ったスープ
などが提供され、美味しくいただきました。 
 午後からは、「けん玉エクササイズ」や「イスに腰掛けフィ
ットネス」「笑顔健康法」の３種類の体験コースから希望の
コースを選び、インストラクターの指導のもとにチャレンジ
されました。 



 

 

  

  

 著者が訪れた数多くの滝や 

山、海岸、渓谷などから特に 

心に残るものを選んで一冊に 

まとめた本。 

 1997年に著者が挑んだ神 

崎川遡行についても掲載され 

ています。数々の大きな深淵、 

エメラルドグリーンの水の色、 

白い花崗岩の見事な造形など 

にふれ、評判以上の名渓とい 

う印象をもったそう。 

 近江には、河童や天狗をは 

じめ数多くの妖怪たちの伝承 

が残っています。その中から 

湖北を中心とする様々な妖怪 

たちを紹介した本書。 

 妖怪たちの存在の奥には、 

正史にない近江の歴史がある 

のではないかと著者は語りま 

す。佐目に伝わる怪牛と隻眼 

の童子も記載されています。 

こんにちは保健師です 22 
 

簡単調理で野菜を食べよう！ 
 
 簡単に野菜を食べる 

ためには、すぐに食べ 

る・すぐに調理できる 

よう、準備しておくこ 

とが大切です。 
 

      そのまま食べる 
 
 加熱なしでそのまま 

食べられるミニトマト 

やカット野菜等を準備 

しておきましよう。 
 

      電子レンジ加熱で 

     食べる 
  
 すぐ火が通る野菜や 

冷凍野菜は、電子レン 

ジで加熱を。めんつゆ 

やドレッシングでアレンジを。 

 

      料理に加える 
 
 みそ汁や普段の主菜 

に野菜を加えてみまし 

ょう。冷凍野菜を活用 

すると簡単です。 

 
  
簡単にできる野菜レシピを市ホーム

ページに掲載しています。ぜひご覧く

ださい。 

180万年前の化石樹の展示場完成 
テレビ局・新聞の取材も多数あり 

御池岳のオオイタヤメイゲツ林 
市の指定文化財（天然記念物）に登録 

 

明治の古地図から読み解く集落の歴史 
コミセンの歴史再発見講座 

 
「喫茶よってって」高木会議所に開設 

 愛知川で見つかった 180 万年前の化石樹の屋根
付き展示場が完成し、４月１７日、お披露目の式と
テープカットが行われました。 
 式典で愛知川清流会の川戸英司会長は、「教材と
しての活用だけではなくて、観光客にも立ち寄って
ほしい」と。また、来賓として出席された小椋市長
は、「しっかりと保存して後世に伝えていってほし
い」と挨拶されました。 
 イベント終了後、政所の川上喜久雄さん夫婦から
お茶とお餅のおもてなしがあり、この日、たくさん
集まったテレビ局や新聞社の記者も、おいしく味わ
いながら熱心に取材をされていました。 

 5 月２６日、まち協環境部会主催の「ごみゼロ大
作戦」を開催しました。 
 今年は、少年野球チームの永源寺リトルファイタ
ーズの協力もあり 67 人が参加され、JA グリーン
近江南部配送センターから、もみじ街道や日野町に
通じる県道・市道など、4 班に分かれてごみを拾い
集めました。  
 スタッフのひとりは、「ポイ捨ては、ごく一部の人
の行為と思いますが、マナーが問われるところです。
地味な活動ではありますが、きれいで住みよい永源
寺を守るために、このような活動を続けていきたい
と思います」と話されました。 

 

『淡海妖怪拾遺』 
  杉原正樹著／サンライズ出版 

永源寺地域が登場する本・雑誌 
 

永源寺図書館提供  

  

ちびっこ球児もごみ拾いに参加 
市原地区でごみゼロ大作戦 

 御池岳のオオイタヤメイゲツ林が、このほど市の
指定文化財に登録されました。 
 オオイタヤメイゲツは、ムクロジ科カエデ属の落
葉広葉樹で、山地の尾根など日当たりのよい場所に
自生します。 
 御池岳には純林に近いオオイタヤメイゲツ林が広
範囲に分布し、100年を超える老齢木が密度濃く生
育しています。近畿地方でも数少ないカエデ林の典
型的な群落として貴重な存在であり、天然記念物と
して新たに登録されました。 
 昭和 58年（1983年）には、21世紀に残した
い日本の自然 100選にも選ばれています。 
 
  

『山岳・瀑布・渓谷をめぐる～50年の記録』 
  芝田宏和著／岐阜新聞社 

 「明治の古地図から読み解く集落の歴史」をテー
マに５月２５日、永源寺コミュニティセンター主催
の地域の歴史再発見講座が開かれました。 
 市博物館構想推進課の嶋田直人課長と龍谷大学法
学部の牛尾洋也教授が講師を務め、地券取調や地租
改正と古地図との関係性について詳しく説明があり
ました。嶋田さんは、「土地利用から暮らしぶりが読
みとれる貴重な史料」と述べ、牛尾教授は永源寺高
野町に残る郡界地引絵図を取り上げ、「なぜ、愛知郡
茨川村から北坂本村までの１８村を一枚の絵図とし
て描く必要があったのか。たいへん興味深く、珍し
い貴重な史料である」と強調されていました。 

畑ピッツァ ricco で「第 3 回〝ricco de marché〟リッコデマルシェ」を開催しました。

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                 

 

                 

 

 

平
成
20
年
に
策
定
し
た
永
源
寺
地
区
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
こ
の
ほ
ど
改
定
し
ま
し
た
。 

 

ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
今
後
10
年
間
の
活
動

の
指
標
と
な
る
も
の
で
、
策
定
後
10
年
を
迎
え

た
平
成
29
年
に
改
定
委
員
会
を
設
け
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。 

 

改
定
に
あ
た
り
、
令
和
元
年 

に
は
意
識
調
査
を
実
施
（
回
答 

率
49
・
４
％
）
し
、
こ
の
結
果 

を
参
考
に
し
な
が
ら
作
業
を
進 

め
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍 

に
よ
る
生
活
様
式
の
変
化
や
多 

様
化
す
る
社
会
の
流
れ
を
踏
ま 

え
、
再
度
見
直
し
を
行
い
、
こ 

の
ほ
ど
新
し
い
計
画
を
策
定
す 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

「
里
い
っ
ぱ
い
新
呼
吸 

笑 

顔
の
ま
ち 

え
い
げ
ん
じ
」
を 

将
来
像
に
、
目
標
を
達
成
す
る 

た
め
の
実
施
計
画
で
は
６
つ
の 

分
野
で
50
の
施
策
と
１
１
５
項 

目
の
具
体
的
な
事
業
を
あ
げ
、 

実
施
時
期
や
実
施
主
体
を
明
記 

し
て
い
ま
す
。 

 

ひ
と
り
ひ
と
り
の
行
動
が
つ 

な
が
り
、
ひ
と
つ
と
な
っ
た
と 

き
、
「
笑
顔
の
ま
ち
」
が
実
現 

で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
 

 

４
月
27
日
に
『
わ
が
ま
ち
探
訪
・

千
草
街
道
を
往
く
』
を
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
者
30
人
、
ス
タ
ッ
フ
13
人

全
員
、
三
重
県
菰
野
町
朝
明
ま
で
を
踏

破
し
ま
し
た
。 

 

６
時
30
分
か
ら
永
源
寺
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
出
発
式
を
行
い
、
７

時
30
分
に
は
岩
ヶ
谷
林
道
入
り
口
を

通
過
し
、
い
よ
い
よ
山
越
商
人
の
歩
い

た
道
を
進
み
ま
す
。
蓮
如
上
人
旧
跡
で

小
休
止
の
あ
と
、
炭
焼
き
窯
跡
、
ア
カ

シ
デ
や
ブ
ナ
の
古
木
の
登
山
道
。
途

中
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、
イ
ワ
カ

ガ
ミ
、
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
な
ど
の
草
花

が
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
か
ら
随
時
説
明
を
行
い
、
歴
史
文
化

に
あ
ふ
れ
る
街
道
の
魅
力
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

県
境
の
根
の
平
峠
ま
で
に
神
崎
川
を

３
回
渡
渉
す
る
と
い
う
ス
リ
ル
感
も

少
し
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
、
ま
た
初
め
て
参

加
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
「
思
い

き
っ
て
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」「
完
歩 

で
き
る
か
不
安
で 

の
参
加
で
し
た
が
、 

ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ 

ー
ト
や
励
ま
し
で 

無
事
歩
く
こ
と
が 

で
き
ま
し
た
」
と 

の
感
謝
の
こ
と
ば 

を
い
た
だ
い
て
い 

ま
す
。「
こ
の
山
の 

自
然
、
水
は
宝
と 

い
う
こ
と
が
よ
く 

分
か
り
ま
し
た
」 

「
こ
の
地
区
の
皆
さ
ん
が
千
草
街
道
の

素
晴
ら
し
さ
を
誇
り
と
さ
れ
て
い
る
の

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」「
イ
メ
ー
ジ
よ

り
き
れ
い
な
山
道
で
し
た
」
な
ど
の
コ

メ
ン
ト
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
年
は
事
前
下
見
で
登
山
道
の
確
認

を
行
い
、
修
繕
を
要
す
る
箇
所
を
リ
ス 

ト
ア
ッ
プ
し
、
後
に
甲
津
畑
町
有
志
の

方
に
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
安
全

な
登
山
道
を
皆
さ
ん
に
歩
い
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

令
和
６
年
度
の
永
源
寺
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
総
会
を
５
月
18
日
、
永
源
寺 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し

た
。 平

成
17
年
に
設
立
し
て
今
回
が
20
回

目
の
節
目
の
総
会
。
自
治
会
長
や
各
種 

 
 

 
 

 
 

 

団
体
の
関
係
者
ら
約
80
人
の
出
席
を
い

た
だ
き
、
提
案
し
た
７
議
案
す
べ
て
を
原

案
の
と
お
り
可
決
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
。 令

和
６
年
度
の
事
業
計
画
案
は
、
新
た

に
策
定
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ

き
新
規
で
取
り
組
む
事
業
な
ど
を
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

心
に
６
部
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
部
会
長
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ら
説
明
が
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

写
真
は
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任
さ
れ
た
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

員
を
代
表
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て
抱
負
を
述 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

べ
る
福
井
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会
長
と
役
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
皆
さ
ん
。 

  

永
源
寺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

20
回
目
、

節
目
の
総
会
終
え
る 

（収入）　　項目と説明 5年度決算額 6年度予算額

まちづくり総合交付金 2,996,000 2,986,000

補助金（事業に対する補助金） 170,000 70,000

自治会からの受入拠出金 773,000 770,000

事業収入（参加費・協賛金・広告料） 589,400 530,000

大型金属資源回収事業受託料 1,194,270 1,194,000

基金繰入金 350,048 0

諸収入（販売金・預金利息等） 91,068 70,316

前年度繰越金 1,084,197 1,079,684

合計 7,247,983 6,700,000

（支出）　　項目と説明 5年度決算額 6年度予算額

会議費（総会・運営委員会等） 22,214 30,000

広報費（広報紙発行・記念誌発行） 484,870 700,000

まちづくり計画改訂費 476,410 0

まちづくり計画事業推進費（別掲） 3,173,792 3,780,000

大型金属資源回収事業費 1,178,084 1,194,000

事業補助金（自治連ほか） 410,000 410,000

事務局費（事務費・通信費等） 422,929 500,000

予備費 0 86,000

合計 6,168,299 6,700,000

（収入）　　項目と説明 ５年度決算額 ６年度予算額

指定管理受託料 31,947,000 34,222,000

事業収入（受講料） 198,500 178,000

諸収入（コピー機等使用料） 189,901 168,921

前年度繰越金 625,945 1,641,079

合計 32,961,346 36,210,000

（支出）　　項目と説明 ５年度決算額 ６年度予算額

人件費（職員給与、手当、保険料） 17,552,099 20,380,000

事務費（消耗品費、消費税等） 2,145,602 2,540,000

管理費（光熱水費、施設管理委託料等） 10,770,425 12,120,000

事業費（講師謝礼、通信費等） 852,141 1,120,000

予備費 0 50,000

合計 31,320,267 36,210,000

2,152,645

（支出）　　項目と説明 ５年度決算額 ６年度予算額

千草街道を往く 660,924 500,000

みんなの夏休み 362,269 500,000

大本山永源寺ライトアップ 416,213 400,000
いきいき活性化事業 52,456 200,000
国道421号美観事業 233,502 300,000
環境に優しいまちづくり事業 43,327 150,000
花いっぱい運動 249,112 300,000
子ども応援事業 46,728 50,000
歴史探訪研修事業 18,872 50,000
笑顔で暮らせる事業 45,438 150,000
田舎で縁結び事業 182,744 100,000
安心安全事業 17,985 50,000
みんなのふるさと祭り 623,059 800,000
スポーツフェスタ 150,000 150,000
まちづくりフォーラム　みらい会議 71,163 80,000
合計 3,173,792 3,780,000

まちづくり協議会会計の決算と予算

コミュニティセンター指定管理会計の決算と予算

■令和５年度末まちづくり基金現在高

まちづくり計画事業推進費の内訳

◆永源寺地区まちづくり協議会のあゆみ◆ 
平成 17年 9月 永源寺地区まちづくり協議会設立 
平成 20年 3月 永源寺地区まちづくり計画策定 
平成 26年 4月 永源寺コミュニティセンター指定管理受託 
令和 6年 3月 永源寺地区まちづくり計画改定 

千草街道の最高峰、1042mの杉峠に
到着。みんな笑顔です 

全戸に配布された「永源寺地区
まちづくり計画（改定版）」 
個人や家庭でできることも記し
ています 

障
害
物
の
除
去
や
橋
の
修
繕
な
ど
を

甲
津
畑
の
有
志
の
皆
さ
ん
に
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た 

 大本山永源寺が作成した動画「“源 ROOTS OF JAPAN”

永源寺エリア 日本の原風景を訪ねて」が、内閣府の「ク

ールジャパン官民連携プラットフォームアワード 2024」

のムービー部門でグランプリを受賞しました。 

 臨済宗永源寺派 大本山 永源寺 
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会 長 福 井   均 高 木 町

古 谷   孝 甲 津 畑 町

中島あや子 和 南 町

山 口   豪 杠 葉 尾 町

寺田  孝史 永源寺支所長

事 務 局長 岸本  尚也 山 上 町

吉村 節子

松吉 秀司

飯尾 正人

小西 孝子

川嶋 冨夫

福井  均

いきいき活性部会

文化情報部会

永源寺地区まちづくり協議会部会長

環境部会

子ども応援部会

安心安全部会

えがお部会

永源寺地区まちづくり協議会役員

監 事

副 会 長



 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 永源寺みらい会議は、地域活動を行う団体がつながり、お互いの活動を通し

て感じている現状や課題を共有、協議する場として、令和 3 年度から開催し

てきました。 

 昨年の 12月 7日のみらい会議では、「誰もが地域活動に関われる永源寺」

を目指し、事例発表として 3 団体から多様な人を巻き込み活動を広げる秘訣

についてお話しをしていただきました。  

 そして、このたび発表者の方々に再びお集まりいただき、大事にすべきこと 

                 や今後必要なことについて、対談してい 

                 ただきました。 

◆
柴
田 

み
ら
い
会
議
で
発
表
さ

れ
た
感
想
や
、
発
表
後
の
反
響
に

つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。 

●
今
井 

「
福
祉
の
会
の
え
ん
が

わ
喫
茶
っ
て
、
す
ご
い
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
ね
」
と
言
っ
て
い
た

だ
き
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

東
部
地
区
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、

「
東
部
地
区
全
体
の
出
会
い
の
場

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
や
り
が
い

に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
話
も

あ
り
、
み
ん
な
が
集
え
る
場
所
が

出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

●
田
中 

少
子
化
の
中
で
、
子
ど

も
た
ち
が
「
住
み
た
い
な
あ
」
と

思
え
る
よ
う
な
何
か
特
別
な
こ
と

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
、
会
員
を
増
や
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
み
ら
い
会
議
で
発

表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

後
日
、「
私
も
川
が
好
き
だ
か
ら
」

と
入
会
し
て
く
れ
た
方
が
い
ま
し

た
。
愛
知
川
清
流
会
の
活
動
の
一

つ
に
、
愛
知
川
の
土
手
の
草
刈
り

が
あ
り
ま
す
。
30
分
作
業
し
て
20

分
休
憩
し
て
い
ま
す
。
こ
の
休
憩

を
楽
し
み
に
参
加
す
る
人
も
い
ま

す
。
会
員
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
を
し
て
い
る
人
や
、
し
て
き
た

人
が
い
る
の
で
、
話
題
が
豊
富
で

み
ん
な
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

●
古
谷 

発
表
し
た
こ
と
で
甲
津

畑
み
ら
い
会
議
の
活
動
を
知
っ
て

も
ら
え
た
こ
と
は
良
か
っ
た
で

す
。
こ
の
組
織
は
、
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
先
行
き
不
透
明
で
す
。
今

後
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
面

も
あ
り
ま
す
が
、
活
動
が
長
続
き

す
る
よ
う
、
ボ
チ
ボ
チ
と
楽
し
く

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
み
ら
い
会
議
で
発
表
し
た
こ

と
を
、
町
内
の
広
報
で
掲
載
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

◆
柴
田 

今
後
の
活
動
や
将
来
に

向
け
た
展
望
を
お
話
し
く
だ
さ

い
。 

●
田
中 

昔
の
愛
知
川
は
良
質
な

「
藻
」
で
お
い
し
い
鮎
が
た
く
さ

ん
捕
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、
愛
知

川
の
上
流
の
い
ろ
い
ろ
な
岩
質
を

く
ぐ
っ
て
く
る
美
味
し
い
水
の
濁

り
を
取
り
除
き
、
き
れ
い
に
す
る

こ
と
で
、
美
味
し
い
鮎
を
復
活
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
永

源
寺
福
祉
の
会
が
実
施
し
て
い
る

「
お
せ
ち
料
理
・
ゆ
う
あ
い
訪
問

事
業
」
に
美
味
し
い
鮎
を
届
け
る

こ
と
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
域
で
何
か
楽
し
み
を
つ

く
る
こ
と
で
生
活
が
豊
か
に
な
り

ま
す
。
是
非
、
活
動
に
参
加
し
て

い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
い
、
何
か

「
楽
し
み
」
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

◆参 加 者◆ 
●愛知川清流会 田中 進さん 
●えんがわ喫茶 今井久美子さん 
●甲津畑みらい会議 古谷 孝さん 
◆司会進行 柴田 遥さん 
 書記記録 みらい会議役員 

と
思
い
ま
す
。 

●
今
井 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
１０
時
か

ら
１２
時
ま
で
の
開
催
で
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
は
１４
時
ま
で
延
長
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
や
ま

び
こ
」（
子
育
て
支
援
）
や
介
護
老

人
施
設
で
も
え
ん
が
わ
喫
茶
を
開

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
以
前
、

み
ん
な
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

と
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
が
忙
し
す

ぎ
て
場
を
楽
し
め
ず
、
し
ん
ど
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
続
け
ら
れ
な

け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
反
省
し
、
ボ
チ
ボ

チ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
「
ワ
イ

ワ
イ
」
と
し
て
も
ら
え
る
居
場
所
の

提
供
、
そ
こ
で
コ
ー
ヒ
ー
で
も
飲
ん

で
も
ら
お
う
と
考
え
た
途
端
、
気
持

ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

自
身
も
楽
し
ま
な
い
と
長
続
き
し

な
い
と
思
い
ま
す
。 

●
古
谷 

以
前
、
行
っ
て
い
た
「
子

ど
も
み
こ
し
」
を
、
今
年
、
み
ら
い

会
議
で
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
集
落
を

出
て
い
る
子
ど
も
や
孫
に
も
集
ま

っ
て
も
ら
い
、
春
祭
り
を
開
催
し
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
千
草
街
道
は
歴
史
的
に
も
甲

津
畑
町
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
み
ら
い
会
議
の
活
動
と
し

て
街
道
の
整
備
を
行
い
、
魅
力
の
発

信
を
し
て
い
ま
す
。 

◆
柴
田 

皆
さ
ん
の
団
体
の
活
動

の
楽
し
さ
や
魅
力
に
つ
い
て
、
お
話

し
く
だ
さ
い
。 

●
田
中 

清
流
会
の
活
動
は
、
楽
し

み
な
が
ら
行
う
こ
と
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
。
「
愛
知
川
の
水
を
き
れ

い
に
す
る
」
と
い
う
目
標
を
明
確
に

掲
げ
、
仲
間
を
集
め
る
た
め
に
、
活

動
を
ボ
チ
ボ
チ
、
あ
わ
て
ず
、
オ
ー

バ
ー
ヒ
ー
ト
し
な
い
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。 

●
今
井 

コ
ー
ヒ
ー
の
水
は
、
開
催

当
初
か
ら
箕
川
の
湧
き
水
を
使
っ

て
い
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
に
飾
る
お
花

は
、
ス
タ
ッ
フ
が
自
宅
か
ら
持
参
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ギ
タ
ー

の
得
意
な
方
が
、
時
々
ふ
ら
っ
と
立

ち
寄
っ
て
く
れ
て
演
奏
し
て
く
れ

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
こ
と

を
活
か
し
て
み
ん
な
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
頼
み
上
手
・
頼
ま
れ
上
手

で
、
各
々
の
活
動
が
広
が
っ
て
い
く

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
月
、
決
ま
っ

た
日
時
に
居
場
所
が
あ
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
は
、「
地
元
へ
の
恩
返
し
」
と
い

う
気
持
ち
を
持
ち
、
自
分
た
ち
も

「
今
」
を
楽
し
み
な
が
ら
、
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
頑
張

っ
て
い
ま
す
。 

●
古
谷 

「
今
、
住
ん
で
い
る
者
が

楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
活
動
を
」

と
、
組
織
の
メ
ン
バ
ー
の
テ
ン
シ
ョ

ン
を
上
げ
る
方
法
と
し
て
、
活
動
後

の
慰
労
会
も
大
事
で
す
。
そ
の
場

で
、「
こ
れ
し
よ
う
」「
あ
れ
し
よ
う
」

と
い
う
活
動
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出

て
き
ま
す
。
自
分
が
楽
し
く
な
け
れ

ば
、
み
ん
な
も
楽
し
く
な
い
と
思
い

ま
す
し
、
組
織
も
長
続
き
し
な
い
と

思
い
ま
す
。 

◆
柴
田 

対
談
を
聞
き
、
皆
さ
ん
の

わ
く
わ
く
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
目
標
や
想

い
の
も
と
、
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。 

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
永
源

寺
地
区
で
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
お
時
間
を

取
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

愛知川清流会 田中進さん 

えんがわ喫茶 今井久美子さん 

甲津畑みらい会議 古谷孝さん 

司会進行 柴田遥さん 

■愛知川清流会■ 

 地域住民が親しめる身近な川
づくりを目的に、ボランティア
精神旺盛な者たちが集まって平
成 25年に発足。出来ることか
らボチボチを合言葉に安全第一
で除草、清掃、モニタリング調
査など、愛知川の環境を守る活
動を続けている 

■えんがわ喫茶■ 

 福祉のアンケート結果で「集
える場所があったらいい」とあ
り、11年前に始める。コーヒー
を飲みながらワイワイしてもら
える場所の提供が基本。月１回
コミセン、鈴鹿の里セン、ふる
さと会館でも開店。イベント時
にも開店し喜ばれている 

■甲津畑みらい会議■ 

 「自分たちの地域は、自分た
ちでなんとかしなければ」との
思いで令和５年１０月に発足。
メンバー２２人が、企画、環境、
福祉・防災、広報の４つの部会
に分かれて活動中。いまを愛せ
る・人に勧められる・住み続け
たいをまちづくりの目標とする 

疲れがとれる美味しいコーヒーを提供 

（イベントに協力） 
コーヒー飲みながら話しが弾む（鈴鹿の里） 

毎月の清掃活動。安全第一が基本 子どもたちにアユの放流や観察会の機会を 

カーブミラーの清掃 
「おはよう！」と、ひとことかけて 

交通安全啓発 


